
科目の情報 令和８年度

科目コード N231

授業科目名 母性看護学概論
授業科目名（英文） Introduction to Maternity Care Nursing
講義室等 1102
学科 看護学科
対象学年 2年
開講学期 前学期
必修・選択の別 必修
単位数 1
時間数 30
該当ディプロマ ◎看ＤＰ-２
該当コンピテンス ◎看ＣＰ-３、〇看ＣＰ-５、△看ＣＰ-１
学科
対象学年
開講学期
必修・選択の別
単位数
時間数
該当ディプロマ
該当コンピテンス
担当教員 森本　眞寿代
授業の概要 母性看護学概論は、母性看護学の一連の科目の導入となる科目である。講義を通

して、耳慣れない「母性看護学」という言葉の理解に始まり、女性とその家族の
健康の保持増進を支援するために必要な基礎的知識の修得を目指す。

授業の到達目標
（学修効果）

1.母性看護の基盤となる概念を説明できる。
2.母子保健の現状や保健医療制度を理解し、看護の役割と今後の課題を説明でき
る。
3.ライフステージ各期にある女性の健康と看護について説明できる。
4.母性に関連する生命の尊厳や倫理観について学び、自己の考えをまとめること
ができる。
5.生殖器の形態・機能について理解し、妊娠成立のメカニズムを説明できる。

予習復習の所要時間 講義時間30時間(2時間×1コマ×15回)+予習・復習15時間
成績評価方法 筆記試験（90%）、授業参加及びレポート（10％）を総合的に判定し、60点以上

を合格とする。
教科書 「系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学概論　母性看護学①」第14版（医学

書院）
参考書 「ウイメンズヘルスナーシング概論　女性の健康と看護」第2版（ヌーヴェルヒ

ロカワ）
「女性のライフサイクルとナーシング　女性の生涯発達と看護」第2版（ヌー
ヴェルヒロカワ）

その他



母性看護学概論 令和８年度

回 年月日
曜
日

時限 授業の形態 講師
非
常
勤

備考

基盤となる概念(1) 森本　眞寿代
予習 教科書（p2～31）を読む
復習 講義内容の復習

基盤となる概念(2) 森本　眞寿代
予習 教科書（p32～56）を読む
復習 講義内容の復習

多様な性と生 GI当事者
予習 教科書（p22～26）を読む
復習 レポート作成

対象を取り巻く社会の変遷と現状(1) 森本　眞寿代
予習 教科書（p58～82）を読む
復習 講義内容の復習

対象を取り巻く社会の変遷と現状(2) 森本　眞寿代
予習 教科書（p82～97）を読む
復習 講義内容の復習

対象理解(1) 森本　眞寿代
予習 教科書（p100～127）を読む
復習 講義内容の復習

対象理解(2) 森本　眞寿代
予習 教科書（p127～154）を読む
復習 講義内容の復習

必要な看護技術 森本　眞寿代
予習 教科書（p156～188）を読む
復習 講義内容の復習

ライフステージ各期における看護(1) 森本　眞寿代
予習 教科書（p190～216）を読む
復習 講義内容の復習

ライフステージ各期における看護(2) 森本　眞寿代
予習 教科書（p216～250）を読む
復習 講義内容の復習

リプロダクティブヘルスケア(1) 森本　眞寿代
予習 教科書（p283～308）を読む
復習 講義内容の復習

リプロダクティブヘルスケア(2) 井上ちはる
予習 教科書（p252～283）を読む
復習 講義内容の復習

リプロダクティブヘルスケア(3) 森本　眞寿代
予習 教科書（p308～326）を読む
復習 講義内容の復習

地域母子保健活動 村田千代子 2
予習 教科書（p92～97）を読む
復習 レポート作成

まとめ 森本　眞寿代
予習 講義内容をふり返る
復習 配付資料を読む

9 R8.6.23 火 Ⅰ 講義

N231

15 R8.7.14 火 Ⅰ 講義

R8.4.7 火 Ⅰ 講義

R8.4.14 火 Ⅰ 講義

講義

R8.5.12

R8.5.19

R8.6.9

授業項目

1

2

3

7

4 火 Ⅰ 講義

講義

6 R8.6.2 火 Ⅰ 講義

5 R8.5.26 火 Ⅰ

火 Ⅰ

14 R8.7.13 月 Ⅰ 講義

13 R8.7.7 火 Ⅰ 講義

講義12 R8.7.6 月 Ⅰ

10

8 R8.6.16 火 Ⅰ 講義

授業計画(講義・演習・実習）
非常勤講師(学内：１　学外：２）

11

講義

R8.6.29 月 Ⅰ 講義

火 Ⅰ

R8.6.30 火 Ⅰ 講義


